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評価項目（中項目） 評   価   結   果

Ⅰ-１  理念・基本方針

評価：Ｂ 

法人の事業指針は明文化されており、年度初の全体会
議や、月々の支援員会議などを利用して職員間で確認
している。しかし事業指針で示されている内容を、日
々の業務にどう落とし込み活かしていくかについて具
体的に検討していくことはまだ不十分であり、引き続
き会議や日々の話し合いを通して職員間での論議が必
要である。 
広報誌、ホームページを用いて事業指針等は説明され

ている。 

Ⅰ-２  計画策定

評価：Ｂ 

目標や計画については会議等を活用し職員間で共有でき
ている。しかし、その目標をどのようにして達成させて
いくかという具体的な動きは課題となっているため、今
後職員が集まる場において検討していく必要がある。 
また、経験年数の浅い職員が大半を占めるようになっ

ており、今まで取り組んできた利用者支援が継続して活
かせていない場面もみられてきている（統一した支援が
上手く進まない）。職員がチームとなって一人ひとりの
利用者に合った支援を行えるようにすることが、今課題
となっている。

Ⅰ-３  管理者の責任とリーダー 
    シップ

評価：Ｂ 

管理職の役割・責任については職務分掌表にて記載して
おり、全職員が確認することもできるようになっている
。また、年度当初に配布する職務分掌表に各職員の役割
を記載し、職員自身が役割を意識しながら業務に従事で
きるようにしている。 
管理者が急遽職員間での論議が必要（利用者支援など

）と判断した場合には、職員を招集して会議を開催する
ことはあった。また、日頃の支援で困った事があった時
に話し合いを定期的に持つようにし、すぐに実践に活か
せるような場も設けた。 



事業所としての決定事項やリスクマネジメントについ
ては、全体での会議において共有を図るように取り組ん
でいる。 
 業務の合理化・効率化については、利用者状況の変化
により、まだまだ検討しきれていない。

Ⅱ-１  経営状況の把握

評価：Ｂ 

研修等に参加し社会福祉事業全体の動向、事業所がある
地域の特徴を把握するよう努めている。経営状況の分析
も行えているが、改善すべき課題について職員等に周知
するまでは至っていない。

Ⅱ-２ 人材の確保・養成

評価：Ｂ 

法人の人事担当中心に人材確保のため、人材広告企業等
活用し動きを作っている。職員の就業状況(有給休暇の消
化率や時間外労働)を把握し、労働状況の改善・働きやす
い職場作りを目指して取り組みを行っている。 
人材育成の委員会が中心となって研修を企画し、講義

やディスカッション、先輩職員との関りが持てる場を作
り、研修を通して養成していけるようになっていた。人
事考課基準が明確に職員に示せれていない。

Ⅱ-３ 地域との交流と連携 

評価：Ｂ 

ボランティアによる事業所周辺の草取りや年末の餅つ
きが継続的に行えている。また、今年度は中学生がボ
ランティアに来られ、利用者の方々と触れ合える場が
持てた。福祉運動会やふれあい祭りといった地域との
交流イベントも毎年あり、事業所や障害のある方につ
いて知っていただけるような取り組みを行っている。
行事等通して事業所を知って頂く機会は作られてい

るが地域の方にも参加して頂けるような研修会や講義
は行えていない。今後も理解を深められるよう取り組
みを行っていく。また、ボランティアに対しての研修
、受け入れにあたってのマニュアルは作成出来ていな
い。地域の福祉ニーズに基づく事業・活動は事業計画
の中に明示していない。 

評価項目（中項目） 評   価   結   果

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス

評価：Ｂ 

各班会議、支援員会議の中で利用者の立場に立った支援と
は、という視点での論議を行い、論議内容を事業所全体で
確認することを随時行ってきている。法人で虐待等人権侵
害の防止のための手引きやガイドラインを法人で作成し、
会議などを通じて全職員への周知を図ってきている。また
事業所や支援者自身が現状見直しをすることを目的とした
虐待防止にかかわってのアンケートを実施している。結果
は、今後の改善に向けての材料としている。 

Ⅲ-２ サービスの質の確保 

評価：Ｂ 

パソコンシステムを利用し、利支援内容の変更も、状
況を確認できた上で業務に入ることができている。 
また、パソコンだけでなく支援統一を図るためのファ



イルを作成し、利用者支援で変更があった場合には随
時そのファイルに資料を挟み、又は入れ替えすぐに確
認できるようにしている。このファイルを作成したこ
とで、煩雑になっていた資料が整理していくことがで
きた。 
ケース検討については、困難ケースを中心に随時検

討を進めている。また月１回実施の各班会議でも、各
ケースの日常支援についての意見交換を行っている。
論議された内容を担当職員中心に発信し、職員間で共
有し統一した支援を行っていくことが重要となってき
ている。 

Ⅲ-３ サービスの開始・継続

評価：Ａ 

サービス開始に向けての情報提供、説明同意について行
っている。引き続き利用者や家族へより見やすく分かり
やすいものになるよう、工夫していくことが必要。

Ⅳ-１ 利用者に応じた個別支援 
    プログラム

評価：Ｂ 

個別支援計画策定については、半期でのモニタリング、
モニタリングを受けてのケア会議にて本人の意向を探る
こと、実態に応じた支援内容にすることに重点を置いて
いる。また、家族や後見人からの聞き取りも行っている
。 
提供したサービスの見直しや評価については、日々の

関わりを通して随時行っている。その際、利用者本人の
意向の汲み取りを行うようにもしているが、不十分な面
もあるため今後の課題である。

Ⅳ-２ 日常生活支援サービス

評価：Ｂ 

高齢化、重度化などで日常生活の支援度が増す利用者が
増加してきており、個々の状況に合わせた対応ができる
ようにまず職員間で支援方法の検討を行うようにしてい
る。また、介助が必要な方に対して不慣れな職員も多い
ため、高齢者施設での勤務経験のある職員や看護師によ
る実践研修を行っている。 
 重度知的障害をもつ人が多い当事業所において、利用
者の意向の汲み取りが難しいこともある。モニタリング
や、提供サービスの見直しの際に意向の汲み取りをおこ
なうようにしているが、それ以外で 
日常の中で利用者の意向を汲み取ろうとする支援者の姿
勢が求められている。

Ⅴ-１ 生活環境の整備

評価：Ｂ 

全室個室になっており、一人の空間が持てるようになっ
ている。また、３つのゾーンに分かれているため、小集
団での生活の実現はできている。３つのゾーンも利用者
の状況の変化に応じて机等の配置を変えたり、共有物品
の設置を行った。しかし、利用者個々の状況が大きく異
なっており、まだ個々に併せた生活環境整備の検討が必
要である。 
 居室掃除については、定期的に行っているものの不十
分な箇所もあり、引き続き衛生が保てるように配慮して
いきたい。

Ⅵ-１ 緊急時の対応

評価：Ｂ 

主に夜間の火災を想定した避難訓練を定期的に実施して
いる。地震想定の避難訓練も行った。年に1度は消防署の
方に来ていただき、実際の避難訓練の様子を見ていただ



き、助言していただけるようにしている。水害想定の避
難訓練の実施が出来ていないため、専門家に助言をいた
だきながら実施できるようにしていく。 
また全職員対象の救急蘇生法講習も開催している。

Ⅶ-１ 就労意欲の醸成

無し 

   ＊ 着眼点の項目等を参考に、具体的な実施（達成）の状況や、未実施の場合はその 

 理由など評価における根拠とともに、今後の改善計画（方針）なども記載してくだ 

 さい。 

   ＊ 「Ⅶ-１ 就労意欲の醸成」欄は、授産施設のみが該当します。      


